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令和２年度 土木部 ４号補正予算概要

●新型コロナウイルス感染症の感染拡大を防止するための経費

○建設工事現場等における関係者の感染リスクを抑制するため、
リモート環境を整備します。

一般事業 計 ２，６８３万円

補正予算の規模

１ 新型コロナウイルス感染
症による感染拡大を防止す
るため、緊急に措置すべき
経費

補正予算の概要

主な事業内容

P.1



事業の概要

福島県土木部

○建設工事現場等における関係者の感染リスクを抑制するため、リモート環境を整備します。

１

【事業の概要】

土木部 ４号補正予算

建設工事現場等のリモート環境整備を行います。

※この資料に関する問い合わせ先： 技術管理課 主幹 青木 （ 電話024-521-7458 県庁内線3535 ）

◇建設工事監督等リモート環境推進事業（補正額27百万円）

＜期待される効果＞
・対面による接触、移動回数の削減 → 関係者間の感染リスクの抑制！

・移動時間や対応時間の削減 → 関係者双方の業務効率化と生産性向上！

・災害発生時に活用 → 迅速な対応で、いち早く県民の安全安心を確保！

【補正の内容】
・ＰＣ、タブレットを各出先機関に配備

→リモート監督業務の実現で、移動時間の削減、
速やかな方針決定に繋げます。
→災害対応の迅速化を実現します。

・大型ﾓﾆﾀｰを本庁、各出先機関に配備
→業務委託受託者との協議打合せの高度化に
対応します。
→各種会議の参加人数増に対応します。

・ＣＡＤソフトを各出先機関に配備
→リモート勤務時にも計画的で着実な発注業務
の実施環境を整備します。

インフラの整備・維持管理の実務を担う、建設工事受注者や測量設計業務受託者と共に、
新しい生活様式に基づく感染防止対策を県の監督業務等に取り入れ、感染拡大の状況下に
おいても、県民の社会経済活動に欠かせない良好なインフラサービスを持続的に提供する
ためのリモート環境を整備します。

応急対応イメージ
ウェアラブルカメラ等を用いた、
段階確認や材料確認の実施！

建設工事現場

設計業務打合せ

災害発生現場

タブレット

県 建設事務所等

大型モニター

ＰＣ（カメラ内蔵）

業務受託者側関係者

災害対応業務

技術講習会等

タブレット

災害発生状況を
リアルタイムで報告

・対応方針の迅速な決定
速やかな現場対応が
実現！

工事監督業務

・Web会議システム等を

活用することで、遠方の
発注機関担当者、建設
会社、測量設計会社等
の参加が可能に！

県・市町村

建設会社

測量設計会社

ライブ
配信

・立ち会い確認の現場待ち時間の削減
・協議案件の現場状況をリアルタイムで
監督員と協議！速やかな方針決定！

発注機関関係職員

・遠方からの移動時間の削減
・協議打合せの参加人数増
・技術的で高度な会議が実現

・遠方現場への
移動時間削減
・協議事項等の現場状況を
リアルタイムで確認

・短時間での被害状況把握
・対応方針の決定、指示の
迅速化

クラウドサーバー

Web会議システム

ライブ配信

技術講習会会場

【受注者側の環境整備に向けた支援体制】
県土木部発注の工事及び業務委託において、リモートでの
現場確認やテレビ会議のための機器リース経費について予
算計上が可能となっています。（令和２年４月２７日付通知）

また、国においては、リモート環境等の整備に関する補助
金や融資制度による支援体制が整備されています。


